
平成２６年度　校区外部評価

学校評価表（最終まとめ）

【学校評価表の作成および評価にあたっての留意事項】

○各学校では、それぞれの項目ごとに「本校の基本的な考え方」を記入してください。
　また、教育委員会事務局が示した「評価指標（黄色い部分）」のほかに、各学校で、
　必要に応じて評価指標を設定してください。その際は、各学校の重点的な取組と関連させて
　評価指標を設定をしてください。なお、必要に応じて行を増やしていただいてかまいません。

○校区外部評価委員による外部評価委員会が開催される前に、学校は、自己評価結果
　（取り組みの状況や変化等）について、必ず説明をしてください。
　（校区外部評価委員は、その説明と実際に自分が見た学校の状況等により、評価します。）

【校区外部評価委員の皆様へ】
☆評価をする際には、実際に授業等を見た内容だけでなく、学校が説明した内容、
　聞き取った内容も十分に参考にしてください。従いまして、評価のために必要と
　思われる　情報や資料につきましては、遠慮なく学校にご請求くださいますよう
　お願いいたします。

品川区立戸越台中学校



校区外部評価委員による評価

評価 評定についてのコメント 自己評価についてのコメント
校区外部評価につい
ての教職員の意見

校長の
態度表明

Ａ１４
Ｂ　０
Ｃ　０
Ｄ　０

・各学年、再テストを実施する
ことで、目標を達成した。
・達成した
・放課後の時間を有効に使うこ
とが出来た
・全員が目標に達するよう放課
後の時間も有効に活用できた

◎再テストは、効果が高いと思います。早めに実施し、〇×式の場
合には不正解は、正解を書かせてみるのはどうでしょうか。
・Ａ１４努力が成果として確保された。大変良い。
・大変評価が高く、目標達成していることで、今後も生徒の学習意
欲を上げてください。
・Ａ
・校長先生自ら一人一人の生徒の到達度を確認していらっしゃる点
が素晴らしい。先生方も学力向上に取り組み、成果が出ていると思
う。（８割の正答率かどうか数値はわからないが）

〇できるだけ早めに実
施し、定着効果のある
方法に改善する。

○学習の完
結をめざした
取り組みで、
学習姿勢を
作るためにも
実施してい
る。その点で
効果があった
と考えてい
る。

Ａ　０
Ｂ　２
Ｃ１２
Ｄ　０

・ステップアップ学習を家庭学
習の課題としてもとりくませる
仕組みを実施。アンケートの結
果、全校生徒の３～４割の生
徒が取り組んでいた。
・2学期の家庭学習調査では、
9年２時間以上７４％、8年４
０％、7年５８％と8割に到達し
ていない。定期考査前だけで
なく、普段から家庭学習を習慣
化する対策を考える必要があ
る。
・不十分であった。
・定期的に宿題をだし習慣化の
きっかけ作りを行う
・9年は通塾が８０％を超え、塾
で3～4時間の学習をしている
ため2時間以上の生徒が８０％
以下となる
・学年×15分と学級で話をし続
けたが成果はまだ出ていない
・学習ノートを毎日提出させる
ことで、家庭学習の習慣が身
に付いている生徒が少しずつ
増えてきた。ノートの中身の質
も良くなり定期的に見本として
生徒に提示していきたい
・定期的に学習できるように教
材を工夫する

◎家庭学習は予習に重点を置き、次回予定の範囲をその要点を４
～５行でもよいから、宿題としてノートに書いてきてもらう。それを
時々点検するのはどうでしょうか。
◎家庭学習へのモチベーションをどのように高めるか。家庭学習を
「塾が代替えしている」で良いのか。野球、サッカー等の活動と家庭
学習との関係性は。そもそも、「家庭学習」とは何か、地域が果たす
役割はどこにあるのか？Ｂ２の持つ意味を評価する。
◎学校内で教師が指導しただけでは生徒の意識は変わらない。家
庭での保護者と本人の学習の必要性を考えさせることが大事であ
るが、なかなか難しい問題。今の生徒の時間を使う方法がわからな
いのでは、時間間隔を身に付けることから有効な学習時間を作るよ
う指導しては。
・数学のノートは、どの生徒もきれいに書かれていました。指導が徹
底していました。
・Ｂ
・小学校でも各学年×１０分の家庭学習を行っている。中学校との
連続が図れていてすごく良いことだと思う。

〇課題の出し方を工夫
や点検の方法を工夫
するなどの取組を考え
ていく。また、家庭の協
力体制を強化するため
方策を検討していく。

○学習時間の
向上が見られ
ない。教員は
塾で精一杯と
いう認識があ
る。また、塾で
自習の時間を
とっている等解
釈しているよう
だが、それでも
家庭で一人学
習に向かう姿
勢は持たせな
ければならな
い。この認識を
強く持てば、
様々な事情が
あったとしても
家庭学習時間
は多くなるはず
である。改め
て、家庭学習
の重要性を周
知し、まんべん
なく家庭で学習
に取り組むよう
に指導し、課題
についても学
力別に用意す
るなど工夫した
取り組みを行っ
ていきたい。

Ａ１２
Ｂ　２
Ｃ　０
Ｄ　０

・書画カメラ、５分間ドリル、導
入プリント、学習サイクルシー
ト、さまざまな取り組みを各教
科で導入しながら、メリハリの
ある授業を実践している。
・習熟度授業を行った。
・我々の向上心と戒めを含めＢ
だと思います。

・準備をする先生方の負担が多いと思います。市販のものが利用
できればと思う。
・取組の多様さが具体的に記述されている。指導の不十分さへの
自戒が次へのばねを感じさせて良い。大変良い。
・良い成果が出ていると思う。
・Ａ
・教師によって差はあるが、努力している姿が見られた。

〇今後もより良い指
導方法を考えていく。

○各教員の
指導方法が
確立されてい
るが、ワンパ
ターンに陥ら
ないよう常に
改善する姿
勢を指導した
い。

Ａ１２
Ｂ　１
Ｃ　１
Ｄ　０

・全教科で、書画カメラを活用
した授業を行っている。
・書画カメラを活用した。
・音楽室にないので実施が難し
い

・興味あるものでは大いに効果があると思います。その他では難し
いのでは。
・目標９０％に新機材活用の意欲を感じる。大変良い。
・十分の活用できている。
・Ａ
・学校公開で書画カメラを活用している授業を拝見した。生徒の発
表に使ったり、教師の手元作業を見せるために使ったり、拡大して
見せたいものを示したり、効果的である。これからますます活用方
法を研究してほしい。

〇生徒の意欲が高まる
ように方法を今後も改
善していく。

○今年度全
教室に書画カ
メラの設置が
完了し､使用
頻度はかなり
高いが、次に
使い方が課
題となってい
る。よりよい
活用を示して
いきたい。

自己評価：A=よく当てはまる　　B＝概ね当てはまる　　C=どちらかというと当てはまらない　　D=当てはまらない

評価項目1 　基礎学力の定着

学校から

義務教育最終段階として、生徒つまずきの発見と解消を進め、繰り返し学習や教授方法の工夫・改善等によりさまざまな策を講じて、基礎学
力を定着させる。
○学習支援のための冊子、学習プロセスを活用する。生徒が目標を持ち、自ら進んで学習に取り組もうおする態度を養う。また、各教科の単
元終了時に行う「学習サイクル構成シート」を活用し、学習サイクルを習得させる。
○習熟度段階表を活用する。生徒自身に苦手とする学習内容を習熟度段階表で確認させることで、学習に対する目標をもたせる。
○「生活・学習の記録ノート」を活用し、家庭での学習内容を把握するともに、毛帝都の連携を図るこことで家庭学習を定着させる。
○ステップアップ学習の仕組みを工夫し、学校で学習したことを家庭学習としても取り組ませる。
○視聴覚機器を有効活用し、ＩＣＴ教育の充実を図る。

本校の基本的な考え
方

（特に身に付けさせたい力、
重点的な実践内容など）

評価指標

自己評価

①グレードテスト（ステップアップ
学習の確認テスト）の正答率を
全生徒８割を目指す。

②家庭学習についてのアン
ケートを実施し、各学年×１０分
の実施率８割を目指す。

③教師の指導に、メリハリをつ
けている。

④書画カメラを活用した授業を
全教科で実施し、活用率９割を
目標とする。



評価項目２ 　社会性・人間性の育成

校区外部評価委員による評価

評価 評定についてのコメント 自己評価についてのコメント
校区外部評価につい
ての教職員の意見

校長の
態度表明

Ａ１３
Ｂ　１
Ｃ　０
Ｄ　０

・各学年の市民科授業でボラ
ンティア活動を実施するととも
に、長期休業中は個人で参加
できるようボランティアを募集し
ている。生徒のボランティアへ
の参加機会を可能な限り与え
ることができている。
・クラスでは年に1回以上参加
するように指導した。

◎高齢者への理解は、老人ホームでのボランティアが良いが、年
に数回は、参加させたい。
◎自分で選んでの参加は興味がありますが、何が目的か前もって
発表してもらってからの参加が良いのではないか。
・特養あればこそのボラ。活用できている。大変良い。
・比較的にボランティアには多くの生徒が関心があると思うので、参
加者も多いのではと思いました。
・自主的に活動している様子がわかります。
・Ａ
・戸越台特養ホームとの連携が素晴らしい。生徒の自主性に任せ
自然体で実施しているところが特に良いと思う。

〇回数も含め有意義な
体験になるよう、事前
学習等をしっかり行う。

○かなり様々
な活動で位
置づけられて
いる。今後も
充実した活動
となるように
意識を高めて
指導に専念し
ていきたい。

Ａ　２
Ｂ１１
Ｃ　１
Ｄ　０

・対外的な学年行事のある際
には必ずマナーについて指導
する時間を設け、意識づけを
行っている。
・校内外を通して社会の一員と
してのマナーを身に付けさせる
ため、学級指導、部活指導等
あらゆる場面での指導を充実
させる必要がある。
・職場体験でマナー学習を行っ
た。
・部活動で遠征の際には公共
交通機関をりようするため電車
内のマナーを始め集団行動に
おけるマナーを身に付けさせる
ことができた
・校外学習、職場体験を通して
マナー学習を推進できた
・まだまだ徹底できていない所
が多々ある。教員の意識から
かえていかなくてはならない

・核家族化・共働きの時代では、家庭内のマナー習得は難しいと思
います。学校内外で、年間を通じてのマナー習得が重要と思いま
す。職場体験はマナー習得には効果があると考えます。
◎校内、校外、交通利用、来客対応等多様な場面での努力と働き
かけがある。Ｂ１１の評価は上記のどのような場面が起因している
のか、あるいは学年偏差があるのか？努力が感じられる。
◎マナーについては学校内だけでなく、家庭においても日頃からの
躾が必要であり、保護者に対しても学習のマナー教育を伝えて、マ
ナーを身に付けさせる取り組みを考えては。
・意識から自然にできる姿勢になってきていると思われます。
・Ｂ
・学校に入るといつも生徒から挨拶をしてくれる。「こんにちは」「あり
がとうございました」など、大きな声で元気よく声をかけてくれる。先
生方や主事さん方の挨拶も素晴らしいので、生徒も見習っているの
だと思う。

〇Ｂ評価が多いのは、
全員に身に付けさせた
い習慣であるが、一部
の生徒に不十分な点
があるため。今後も継
続して指導していく。

○マナーアップ
運動に変化が
見られずマン
ネリ化してい
る。また、あい
さつをしない生
徒へ指導を
怠っていて常
に喚起しなけ
ればならない
状況にある。
マナーアップ運
動では以前具
体的なテーマ
や工夫した活
動を示してきた
が、食いついて
こない状況に
ある。
今後も管理
職、主幹がリー
ダーシップを発
揮して内容に
変化を持たせ
て活性化しな
ければならな
い。

Ａ１３
Ｂ　１
Ｃ　０
Ｄ　０

・七夕や中学校体験など、異年
齢との交流機会を年間行事予
定に組み入れて実施している。
地域の祭礼ボランティアを募集
するなど地域行事への参加も
奨励している。
・担当生徒が積極的に働いた。

◎部活動以外でも上下クラスあるいはクラス以外の人達との交流
機会を多くすることが大事と考えます。
・地域の保幼小との多様な繋がりのチャンスが活かされている。大
変良い
・毎年の行事予定になっていることで、生徒が取り組みに積極的に
参加できる楽しく参加しやすいことで、多数が参加したのでは。
・Ｂ
・七夕の短冊交流、各種検定、吹奏楽部と金管バンドクラブの合同
演奏会、６年生の体験授業など、様々な場面で小学校との交流を
図ってくださっている。ありがたく思っている。

〇現在実施されている
地域行事には、積極的
に参加させている。

○この取り組
みについては
今後も継続し
ていく。さらに
拡大は困難と
思う。

自己評価：A=よく当てはまる　　B＝概ね当てはまる　　C=どちらかというと当てはまらない　　D=当てはまらない

自己評価

①高齢者理解を図り各学年、年
１回以上戸越台ホームでボラン
ティア活動を実施する。また、長
期休業日のボランティア活動に
も参加させている。

②各学年行事に、マナーに関わ
る目標を設定し、実践している。

③異年齢との交流活動を計画
的に取り入れ実践する。また、
生徒に地域行事に積極的に参
加させている。

評価指標

学校から

本校の基本的な考え
方

（特に身に付けさせたい力、
重点的な実践内容など）

義務教育９年間を通した継続的な指導を行い、将来社会で貢献できる人材を育成するため、全領域で規範意識の定着、ふれあい教育、あいさつ運動、人
としての在り方等を継続して指導する。
○特別養護老人ホーム併設という特殊性を活かし、交流活動、ボランティア活動を行う。また、高齢者との接し方を学ぶとともに、福祉活動に率先して参
加す　　る態度を育てる。
○あいさつ運動とマナーアップ運動を実践することで、日常的に相手を思いやる行動がとれるようにする。
○保育園、小学校、老人ホーム等での地域活動への参加を積極的に行うことで、異年齢者に対する理解や接し方を学び、共感しあえる態度を育てる。
○運動会、宿泊行事等を通して、人とのかかわり方や集団としての在り方を学ばせる。



評価項目３ 　小中一貫教育の推進

校区外部評価委員による評価

評価 評定についてのコメント 自己評価についてのコメント
校区外部評価につい
ての教職員の意見

校長の
態度表明

Ａ１２
Ｂ　２
Ｃ　０
Ｄ　０

・京陽小　 ９月に推進会議を行
い、各分科会ごとに推進した。
また、１月の報告会に向けて資
料を作成している。
・宮前小　 特に推進会議は設
けていないが、公開授業など
の連絡は取り合っている。
・各分科会ごとに活動した。

・中学進学予定の小学６年生の中学授業参観は進学準備をするに
も有意義と思います。
◎京陽との推進協議会はＨ２６年のスタートか。成果は何か。宮前
との連携は形態が異なるのか、そのねらいは。新しい試みを評価し
たい。
・とても良い取組で今後も続けて活動してください。
昨年度同様に校内研究に参加して頂き、また協議会においても中
学校の立場から指導してもらっている。
・Ａ
・京陽小学校とは、年に３回の協議会、分科会を開催し、学力向上・
生活指導・マナーアップ運動・市民科・各行事等で連携を取ってい
る。小中一貫目標の下、１年生から９年生までの連続した学びが可
能になってきたように感じる。また、漢字検定や数学検定、英語検
定などの連携も効果的である。

〇両校ともに実践的な
取り組みを行っている。
今後も児童・生徒の知・
徳・体の伸長を目指す
取り組みを行っていく。

○小中一貫
教育を推進
するには対象
小学校が多
数あるため困
難を極めてい
る。
このような中
でも京陽・宮
前小学校との
連携内容を
進化させてい
く必要がある
と考える。

Ａ　０
Ｂ１３
Ｃ　１
Ｄ　０

・あいさつ運動や授業規律を
統一して取り組んでいる。
　本校では、あいさつ、授業規
律について教員の意識の違い
があり、統一した取り組みに近
づける必要がある。
・ほとんどの生徒は、授業規律
を守っているが一部の生徒に
課題がある。
・授業規律の意識統一を図る
ために研修の必要がある
・まだ全教員の意識が統一さ
れていない

◎学校も一つの規律社会として、認識を持ってもらうには、先生方
の身だしなみも重要と思います。生徒の制服と同じように、先生も
一定の基準の服装に統一する必要があると思います。
◎校内での職員の意識・意欲の高まりに期待したい。一部生徒・保
護者への対応に地域の役割は何か。示唆すべき。
・十分の評価でなくとも続けていくことが必要で意識も高まると思
う。
・小学校の段階で徹底しないといけないと反省している。
・Ｂ
・挨拶運動は特に効果的である。小学校高学年で恥ずかしそうに
挨拶をしていた児童が、中学校で元気よく声が出るようになった姿
を見て、感動した。先生方の指導の賜だと思う。

〇教職員全体で注意
喚起していく。また、あ
いさつ指導や授業規律
についても全体の意識
を統一し指導していく。

○これも連携
小学校以外の
小学校から入
学する生徒に
課題が多く、な
かなか思うよう
に指導できな
い。毎年年度
当初が勝負と
言ってきたこと
が今年度現実
味を感じ取った
と思うので、来
年度は具体的
な取り組み方
法を提示し実
行に移す。

Ａ１３
Ｂ　１
Ｃ　０
Ｄ　０

・学年便り等を活用して活動状
況を保護者に伝えている。
・保護者会などでも報告をして
いる。
・定期的に学年全体や生徒の
様子を伝えている
・学年便りは定期的に発行し校
内の様子を伝えることが出来
た

◎保護者への確実な伝え方として、確認の印やサインをしてもらう
方法はいかがでしょうか。それでも読まない人が多いとは思います
が。
・保護者への丁寧な働きかけが、大変良い。
・地域性において、十分に理解できている。
・Ａ
・施設分離型一貫校としてよく努力している。京陽小学校の保護者
からも戸越台中学校の教育の良さについて聞くことがある。

〇保護者の方からも小
中一貫教育の取組に
ついては、評価しても
らっている。

○小中一貫
教育は当たり
前のことで有
り、このような
ことを保護者
に理解させる
取り組みをす
ること自体疑
問に思ってい
るが、粛々と
行っていきた
い。

自己評価：A=よく当てはまる　　B＝概ね当てはまる　　C=どちらかというと当てはまらない　　D=当てはまらない

学校から

③学校は、保護者・地域に、小
中一貫教育のよさを理解しても
らう努力をしている。

①京陽、宮前両小学校との連
携推進協議会を実施し、課題を
改善している。

評価指標

自己評価

②社会で必要な教養を身に着
けるため、３校で共通の生活指
導の取り組みを行っている。

小中一貫教育要領をもとに、「義務教育９年間を通して何を身につけさせていくのか」という視点で各教育活動を位置づけ、計画的に小中一貫教育を進め
る。

○基礎・基本の学力を確実に習得させていくために、小中学校共通の学力観、指導観に基づく継続的で一貫性のある指導を行い、児童・生徒のつまずき
が起きないように授業改善を行っていく。つまずきが発見された場合には、早期に原因を把握して、適切な手立てを講じてつまずきの解消を図る。
○社会の一員として必要な教養を身に付け、自らにふさわしい人生観を構築するための基礎として、戸越台中学校・京陽小学校・宮前小学校の３校で共
通の生活指導の取り組みを行う。

本校の基本的な考え
方

（重点的な取組内容など）



評価項目４ 　保護者・地域との連携

校区外部評価委員による評価

評価 評定についてのコメント 自己評価についてのコメント
校区外部評価につい
ての教職員の意見

校長の
態度表明

Ａ　２
Ｂ１２
Ｃ　０
Ｄ　０

・各担当者が責任を持って、地
域行事連携小学校の行事に参
加している。
・教員が分担して、積極的に取
り組めた。
・連携を強化している
・今後も全教職員による組織的
な対応とともに一つの行事に
多くの教員が参加する体制づく
りを進める必要がある。
・今学期は地域行事も多く積極
的に参加した。
・担当の行事や祭礼、部活動
を通して、積極的に取り組む努
力をした
・全教員が分担し積極的に参
加している
・祭礼パトロール、部活動を通
して積極的に取り組んだ

◎休日などに地域行事に一緒に参加していただくと、生徒も先生の
一面を見ることによる連帯感を、また、地域住民も頼もしく感じると
思います。
・教員が積極的・意欲的に地域参加し、地域からも高い評価があ
る。同時に教職員の負担も増大になっていると思われる。マスコミ
でも学校関係者の負担増に危惧する記事も大きい。大変良い。
・教員の個々の時間がいろいろに少ない中で、地域行事に多く参加
してくださっていいることを大変感謝しているので、十分評価でき
る。
・忙しいところ毎回参加して頂いている。中学生の姿を近くで見て、
小学生なりに学んでいるようである。「サマーフェスティバルでの
琴」
・Ｂ　町会参加にはバラつきがある。
・校長先生をはじめ教職員の皆さんが祭礼に参加したり、区民祭
り・地域の運動会に参加している。小学校の運動会にも大勢来てく
ださっている。様々な行事に参加しながら、連携を強化している。

〇教職員が地域の方と
交流することが、学校
にとって有意義なことと
考え、多くの先生方に
参加してもらう。

○一つの行
事に全教員
が参加するこ
とはできな
い。年度当初
未経験な地
域行事へ参
加するように
分担をしてい
る。多くの教
員が地域行
事に参加して
いる。
祭礼の参加
については参
加当初の関
係もあってど
うしても一つ
の町会にシフ
トしてしまう
が、今後は拡
大し、生徒に
も半纏を用意
するので参加
を促していき
たい。

Ａ１３
Ｂ　１
Ｃ　０
Ｄ　０

・毎回クラスの学活を入れ、特
色を出している。
・土曜授業で学級の時間を担
任が工夫して取り組んだが、参
観される方は少なかった。
・座学の授業でなく、なるべく体
験学習や学級活動を見ていた
だくようにしている。
・参加してもらう努力はしたが
参加者は少なかった。

◎先生方の負担を少しでも減らすことも大事と思い、また共働きの
保護者の多い時代で保護者会と授業参観をセットにして、各学期ご
とに年２～３回程度でよいのではと思います。
・大変良い
・十分評価できる。
・Ａ
・区で決まられた土曜日授業の時数確保がしっかり行われている。
また、保護者が参加しやすいように土曜日に行事を入れるなど工
夫している

〇保護者会について
は、必要な時期に適当
な回数を実施してい
る。

○参加されや
すいように敷
居を低くして
呼びかける必
要がある。

Ａ１２
Ｂ　２
Ｃ　０
Ｄ　０

・見やすい掲示物を工夫してい
る。
・毎週、火曜日に学年便りを配
布して、学校行事や市民科授
業の内容を伝えた。
・毎週末に学年通信を発行して
いる。
・学年だよりを積極的に出し
た。

・よく指導されていると思います。
・大変良い。
・十分評価できる
・いつも掲示物が整然とされていました。
・Ａ
・学年便りの掲示で、保護者への周知を徹底している。

〇定期的に発行するこ
とが出来ている。

○学校便りは
来年度から
定期的に発
行したい。保
護者にはか
なりの学校情
報が伝わって
いる。

自己評価：A=よく当てはまる　　B＝概ね当てはまる　　C=どちらかというと当てはまらない　　D=当てはまらない

③学校便り掲示板等を利用し、
学校情報を積極的に発信して
いる。

学校から

①地域行事、連携小学校の行
事は、全教員で参加し、連携を
強化している。

②保護者、地域の方が学校行
事に積極的に参加してもらえる
よう土曜授業を活用している。

評価指標

本校への支援に感謝し、また本校の教育目標を理解し協力してもらうために、保護者や地域に対して適切な情報発信をするとともに、保護者や地域の関
係者に学校の教育活動に積極的に参加してもらえるような仕組みを構築する。

○祭礼や防災訓練、地域フェスティバルなど地域で行われる行事に生徒・教職員が参加する体制を作り、またＰＴＡ活動への積極的な支援を行う。
○土曜授業日に学校公開を実施し、また市民科授業地区公開講座を土曜日に行うことで、保護者や地域の方々が参加しやすいようにする。

自己評価

本校の基本的な考え
方

（重点的な取組内容など）



評価項目５ 　環境整備・美化

校区外部評価委員による評価

評価 評定についてのコメント 自己評価についてのコメント
校区外部評価につい
ての教職員の意見

校長の
態度表明

Ａ１４
Ｂ　０
Ｃ　０
Ｄ　０

・校内の見回りを生活指導部
中心に行い、施設、設備の破
損等があれば、すぐに修繕を
行っている。
・教室内外の環境管理につと
めた
・破損等がみられた場合すぐ
報告した

・よく指導されていると思います。
・Ａ１４破損や危険なまま放置もなく、行き届いている。生徒自身に
よる安全への配慮が感じられる。大変良い。
・とても良い環境づくりが出来ていて評価できる。
・評価の通りです。
・Ａ
・先生方の意識が高く、安全管理・安全指導が徹底している。チー
ムワークも良い。

〇油断することなく、継
続して事故が送らない
よう注意していく。

○相当な体
制で臨んでい
る。ただ、意
識の低い生
徒が在籍し手
を焼く場合が
ある。

Ａ　０
Ｂ１４
Ｃ　０
Ｄ　０

・掲示物に両面テープ、セロハ
ンテープを使用しないなど徹底
できている。しかし、まだ清掃
に見落としがある。汚れている
状態に慣れが生じていることも
あるので、意識の改善をしなく
てはいけない。
・掲示物などを工夫した。
・まずは職員室や廊下の整美
を行いましょう

・教室、廊下の整美習慣は、例外なく誰でも気持ちのいいもので、
その習慣は是非つけてほしいと思います。後々の生活習慣に大切
なことと感じます。
・掲示物への改善が職員自身から提案されていることに感動した。
大変良い。
・意識改善で今後に評価している。
・Ｂ　生徒の作品が随所にあって良い。
・いつも清潔できれいな環境である。中学校は無機質なイメージが
あったが、戸越台中学校では、玄関には季節の飾り（ひな人形、七
夕など）が工夫されていて温かさを感じる。

〇全教職員で清潔な
校内を意識し清掃活動
等にあたる。

○汚れ放題
の校舎内を
平成18･19年
度に生徒と教
職員が一体と
なって徹底し
て清掃した。
これが限界な
のでその状
態を維持して
いるところで
ある。

Ａ　０
Ｂ１４
Ｃ　０
Ｄ　０

・教室にエコキャップボックス、
リサイクルボックスを設置して
いる。教室の電気・空調の管理
等、まだ生徒に浸透していない
部分があるので、今後も徹底
的な指導をしていかなくてはい
けない。
・指導している。
・指導不足な部分がある。常に
観察が必要

◎わが国が食糧をはじめあらゆる資源輸入国である現状を認識さ
せるために、具体的説明によって理解してもらうことが大事と思う。
・節電や資源回収に関心が向けられていることは大切。継続的に
推進されるよう、保護者・生徒への働きかけを地域としても応援した
い。良い。
・今後のつながる活動をしてください。
・Ｂ
・外部からはよくわからない。（すみません）

〇様々な学習の中でも
環境教育も適切に指導
していく。

○教職員が
指導不足を
感じているこ
とに期待して
いる。それで
も、各委員会
をはじめ環境
への配慮は
できていると
思う。

自己評価：A=よく当てはまる　　B＝概ね当てはまる　　C=どちらかというと当てはまらない　　D=当てはまらない

学校から自己評価

評価指標

③学校は、生徒に資源の大切
さや環境問題について指導して
いる。

本校の基本的な考え
方

（重点的な取組内容など）

①学校は、常に、児童・生徒の
安全に配慮している。

②学校は、ふさわしい環境（掲
示、清掃等）を整える努力をして
いる。

　生徒が安心して生活できる環境を作り、一人ひとりの生徒がのびのびと自己の伸長に向き合うことができる基盤とする。また社会の一員として、環境問
題を考え、自ら進んで３Ｒに努める姿勢を育成する。

○生徒の安全や健康に留意し、迅速な修理・修繕を行い生活しやすい環境を維持する。
○日常の清掃活動をしっかり行うとともに、「汚さない」指導を徹底して美化活動に力を入れ、よりよい学習環境を作る。
○生徒会を中心にエコキャップ回収運動を行う。また教室に古紙回収ＢＯＸを設置するなどリサイクルに努め、環境問題に関して自ら考え実践する姿勢を
育成する。



評価項目６　　いじめ防止に関する取組み

校区外部評価委員による評価

評価 評定についてのコメント 自己評価についてのコメント
校区外部評価につい
ての教職員の意見

校長の
態度表明

Ａ　１
Ｂ１３
Ｃ　０
Ｄ　０

・月に一度の生活アンケート
や、日常生活での生徒の観察
など、いじめの早期発見に努
めたが、まだ見落としがある。
発見時には学校全体で組織的
な対応をすることができてい
る。
・生徒の様子を見て心配な生
徒にはすぐに対応した。
・アンケートには表れない生徒
の心情を日々細やかに観察す
る必要がある
・生徒同士のじゃれ合いや発
言など生徒の言動についてよく
観察していく必要がある
・見落としがある。休み時間に
教員が見廻る体制を作る必要
がある

◎昼食時など長い休み時間は、それとなく見回りが大事かも。いじ
めが一番の社会問題として関心が高いので力を入れて対処してほ
しい。
・Ｂ１３見落としがあることを前提に謙虚にかつ温かい目で生徒を見
ている様子が伺われる。大変良い。
・生徒自身が人間性を高めることで、他を思う心が育つので、教員
に今の取組をしてください。評価は上がっていると思います。
・Ａ
・先生方の対応がよく、早期発見・早期対応でチームで取り組んで
いる。安定した学校だと感じている。

〇昼食後は、各学年教
員が教室・校庭・廊下
等で指導にあたってい
る。

○いじめへの
対応は時と共
に意識の低
下が見られる
ものである。
自己評価が
低いことを逆
に評価した
い。昨年教員
が発見しなけ
ればならない
いじめの事案
があった。こ
のことを反省
して来年度に
つなげたい。

Ａ１２
Ｂ　２
Ｃ　０
Ｄ　０

・市民科の授業を意識的に使
い、いじめ未然防止のための
取り組みができている。また、
全校として発達段階に応じた
指導を心掛け、学年によっては
学年集会等で指導を行ってい
る。
・学年集会などで指導した。
・一人一人がいじめをしてはい
けないと認識しているが、集団
となるとその方向に流れていく
現実をとらえた指導等が必要
である

・よく実施されていると思います。
・未然防止の具体的対応が感じられる
・十分な評価をしている。
・Ａ
・先生方が生徒の人間関係を把握し、一人一人の声に耳を傾けて
いる。そのことが未然防止に繋がっていると思う。

〇各学年様々な取り組
みを実施し、適切に指
導している。

○いじめ撲滅
にへの生徒
の意識は高く
なっている。
入学当初か
ら互いの違い
を尊重するこ
とを目標にし
ているが、発
達段階からど
うしても低学
年ほど指導
が通らないと
ころがある。
心の醸成を
視点に授業
展開したい。

自己評価：A=よく当てはまる　　B＝概ね当てはまる　　C=どちらかというと当てはまらない　　D=当てはまらない

自己評価 学校から

学級を基盤として自他を尊重し思いやりの心を育む教育を行うとともに、生徒会活動などの自治活動や各行事を通して、互いの違いを認め合い、他と協
力、協調して目標を達成する生徒を育成する。またアンケートなど様々な手立てを活用して、生徒の状況をよく把握し、いじめの早期発見・早期対応に努
める。いじめへの対応及び生徒の指導に関しては、情報交換を密にし、常に全校態勢であたる。
○生徒会役員会が中心となり、いじめ根絶に向けた活動を行う。また、各学年代表委員会や学級会等においていじめ等の情報を収集し早期発見、指導
する。
○日常の教育活動を通して自他を尊重する生徒の育成を目指し、いじめの予防に努める。
○アンケートなどを活用し、いじめの早期発見・早期対応に努める。
○学校全体で情報交換を密にし、全員態勢でいじめの対応にあたる。

本校の基本的な考え
方

評価指標

①児童・生徒アンケートや、
その他の取組みを具体的
に実施して早期発見に努
め、発見時は組織的な対応
をしている。

②未然防止のために、市民
科を中心にした発達段階に
合わせた指導を行ってい
る。



評価項目７ 　学校独自の特色ある教育活動

校区外部評価委員による評価

評価 評定についてのコメント 自己評価についてのコメント
校区外部評価につい
ての教職員の意見

校長の
態度表明

Ａ　２
Ｂ１２
Ｃ　０
Ｄ　０

・特養のボランティアにクラスご
とに参加し意識を高めた。
・戸越台ホームとの交流会は
実施できなかったが、２月に計
画をしている。
・保育園児との交流のために、
教材でおもちゃ製作を進め、交
流を進めている。
・3学期にはボランティア活動を
行いたい
・生徒は積極的に参加している

◎祖父母との同居家庭が少ない時代、老人に対するいたわりの気
持ちを持ってもらうには老人ホームのボランティアは年数回はして
ほしい。
・Ｂ１２生徒にとっては繰り返しの体験も有効であり、在籍３年間の
長いスパンで、切れ目のないふれあいを大切にしていることが感じ
られる。３学期での交流が楽しみに待たれる。良い。
・今後も交流を深めてください。評価をしています。
・Ａ
◎戸越台中学校は、特養ホームとの連携が特色なので、市民科の
年間指導計画の中に、ボランティア活動を位置づけ、独自の単元を
作り、他の単元と入れ替えることが大事だと思う。そうすることで、
時間が確保できると思う。

〇ホームとの取り組み
について、双方が満足
できる取り組みとなるよ
う意見交換を行う。

○様々に異
年齢との交流
を果たしてい
る。その実態
を見ていない
のだろうか。
京陽小学校
で本校生徒
の英語スピー
チも実施して
いる。活動を
共有できてい
ないと思われ
る。

Ａ１３
Ｂ　１
Ｃ　０
Ｄ　０

・百人一首の練習を積極的に
行った。
・音楽の授業で、雅楽を通して
日本の伝統文化を学び、普段
使っている楽器で雅楽を演奏
した。
・日本の手拭いを活用して、家
庭科の作品製作や、英語落語
に取り組み、高座に上がり、発
表をしたり和の文化を大事にし
ている。
・日本の伝統行事にはクラスで
話をした
・美術の授業で修学旅行をきっ
かけとし、仏像、寺、浮世絵な
ど日本人としての教養を深め
た

◎基礎的知識として、広く接する機会を作り、その中から興味を持
つものができるように。配慮してほしい。
・Ａ１３継続した活動で、安定性も高く生徒、保護者、お年寄り、更に
は介護職員にとっても、伝統文化に触れあう効果は高いと思われ
る。大変良い。
・十分に評価している。
・Ａ
・各教科で、伝統文化を意識した単元開発が行われており、素晴ら
しいと思う。

〇限られた時間ではあ
るが、十分指導してる。
今後もより良い取組と
なるよう改善に努める。

○このテーマ
は非常に広く
深い。自己研
鑽が必要な
部類である。
一人ひとりの
教員が独自
に発展的に
取り組みを想
像するまで
至っていない
ので、マンネ
リ化する危険
がある。
また、この取
り組みの重要
性については
年間を通して
伝達してい
る。大変重要
な取り組みと
考えている。

自己評価：A=よく当てはまる　　B＝概ね当てはまる　　C=どちらかというと当てはまらない　　D=当てはまらない

その他　お気付きの点を自由にお書きください。

自己評価 学校から

・全体として、きめ細やかな指導が行われ、先生方のご苦労を感じます。要求がエスカレートしがちですが、重要事項に力を注ぎ、指導項目の簡素化も必要ではないかと感じています。
・生徒指導をもう少し強化してほしい。・挨拶のできている生徒とできない生徒の差がある。・かなり多くの表彰等がありいろいろな面で成果が上がっているのではないでしょうか。・日本の伝
統と文化は定着しているので今後も期待しています。
・校長先生のリーダーシップの下、副校長先生、教職員の皆さんが一丸となって戸越台中学校をよりよくしようと頑張っています。訪問するといつも主事さんは玄関まで来てくださり、恐縮し
ています。温かい学校だな・・・といつも感じています。
・玄関ロビーのテーブルで、生徒の皆さんが談笑している姿を見かけます。いつも笑顔で、あのようなスペースは大事だと思います。
・図書室の先生が生徒の事を考え、本をいつも用意してくださっています。発達に合わせた本で、小学校との違いもわかり勉強になりました。新聞コーナーとかすごく良いです。

戸越台ホームとの合築という特殊性を生かしながら、全教育活動でふれあい教育を推進する。また「立志式」など特色ある行事や市民科、各教科の授業
の中で、日本の伝統や文化を大切にした教育を実施し、「礼儀・思いやり・責任感を重んじ、品格ある行動がとれる生徒」の育成を目指す。

○戸越台ホームとの交流活動の一環として、１年間を見通して生徒全員を対象としたボランティア活動の推進を実施する。高齢化社会の中での高齢者に
対する接し方、福祉活動への協力、社会の課題の認識等を体得させる。また幼稚園との交流活動を通して思いやりの心を育てる。
○日本の伝統と文化に慣れ親しみ理解を深めるため、七夕での交流や箏の授業を取り入れる

②日本の伝統と文化に親し
む教育を意識して指導した
か。

本校の基本的な考え
方

①ふれあい教育の充実に
努めたか

評価指標


